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原子力防災・避難計画 
政府報告書から屋内退避では内部被ばく

は防げないことが明らかに  
 

◆コロナ対策で原子力防災・避難計画は見直しが必要 

コロナ禍において、さらに豪雨災害や台風襲来が続く中で、防災避難計

画と感染症対策との両立が求められています。原発の避難計画について

も、避難の時に感染者と感染疑いのある人とそれ以外の人を分ける、バ

スの台数を増やす、避難先で１人あたりの面積を増やさなければならず、

そのために避難先を増やす、感染者向けにホテルなども確保するなどの

対策が必要です。 

（イラスト：高木章次さん） 

 
 

 

◆原子力防災・避難計画とコロナ感染症対策は両立しない 

しかし、現実的には不可能です。また、各自治体は風水害に対する防

災を優先しなければならず、対応は一向に進んでいません。女川原発、

柏崎刈羽原発、東海第二原発など東日本の沸騰水型原発は、再稼働に向

けて地元合意が問題になっていますが、再稼働どころではないはずです。 
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フクロウ通信 フクロウの会 

（福島老朽原発を考える会） 

第 37号 

2020年 9月 26日 

ni 日 

フクロウの会（福島老朽原発を考える会）のブログ…http://fukurou.txt-nifty.com/fukurou/ 

●フクロウの会は放射能汚染や事故の心配が

なく、放射性廃棄物を生み出さない社会、す

なわち原発のない社会をめざして首都圏で活

動を続けてきた団体です。 

●残念ながら福島で重大な事故が起きてしま

いましたが、事故による人々の被ばくが少し

でも少なく抑えられるよう事故直後から情報

提供、放射能測定プロジェクト、国や自治体

への働きかけなどの活動を行ってきました。 

●そんなフクロウの会の様々な活動を支える

ための会員・サポーター・資金カンパ募集中

です。ご協力いただけますと幸いです。 

【カンパ送り先】 

●ゆうちょ銀行からの振替 

・口座記号番号 

00130-9-655439 

・口座名称（漢字） 

福島老朽原発を考える会 

・口座名称（カナ） 

フクシマロウキュウゲンパツヲカンガエル

カイ 

●他の金融機関からの振込 

・銀行名＝ ゆうちょ銀行 

・金融機関コード ９９００ 

・店番 ０１９ 

・預金種目 当座 

・店名 〇一九 店（ゼロイチキユウ店） 

・口座番号 ０６５５４３９ 

フクロウの会 

（福島老朽原発を考える会） 
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◆政府は避難よりも屋内退避を進めようとしている 

いま新たに浮上しているのが屋内退避をめぐる問題です。

原発で重大事故が発生した場合、原発から５キロ圏内では事前

の避難が求められています。30キロ圏内も避難指示が出る可能

性があります。しかし、高齢者や疾病を抱えている方など、避難

が困難な方が多くいます。また、風水害や地震などの複合災害に

より、避難経路が絶たれる場合があります。その場合、長期的な

屋内退避が迫られることになります。政府は「屋内退避が安全へ

の第１歩」とし、避難よりも屋内退避に力を入れ、屋内退避によ

り、被ばくを十分に低減できると宣伝しています。（図は内閣府作成パンフレットより） 

 

◆屋内退避は内部被ばくを防ぐことはできない～内閣府の新試算により明らかに 

ところが、内閣府原子力防災担当と原子力機構が連名でこの３月に出した屋内退避についての新試算レポー

トにより、屋内退避では内部被ばくを防ぐことができないことが明らかになりました。8 月 30 日付東京新聞

のこちら特報部で詳しく報じられました。 

 

原子力災害発生時の防災措置－放射線防護対策が講じられた施設等への屋内退避－について［暫定版］内閣府

（原子力防災担当）／日本原子力研究開発機構原子力緊急時支援・研修センター 令和２年３月 

https://www8.cao.go.jp/genshiryoku_bousai/pdf/02_okunai_zantei_r.pdf 

 

◆新試算の結論は「陽圧化」により被ばくを９割以上低減できるというもの 

新試算レポートの結論は、「屋内退避による被ばく線量の低減効果を評価

した結果、陽圧化した鉄筋コンクリート造建屋に屋内退避することによっ

て、９割以上低減できること等が分かりました」というものです。「陽圧化」

というのは、フィルタを設置した吸入装置を使って建屋の内部に空気を送り

込み、建屋内の圧力を高めて放射性物質の侵入を低減するものです。１施設

で２億円かかるといわれています。（図は「陽圧化」のイメージ：新試算レ

ポートより） 

 

◆「陽圧化」でない自然換気では内部被ばくの低減効果は約３割に過ぎない 

原発事故直後の被ばくで心配されるのが、放射性ヨウ素による

内部被ばくです。内部被ばく線量に限った評価結果をみると、屋外

滞在時の内部被ばく線量を１とした場合、「陽圧化」換気では 99％

減の 0.01 ですが、自然換気では約３割減の 0.67 となっています。 

すなわち、屋内退避では、「陽圧化」でなければ３割程度しか低減

効果がないということになります。新試算レポート本文中にも「陽

圧化しない場合（自然換気）では３割強の低減にとどまっています。」

との記載があります。 
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◆新試算レポートでは高気密住宅を前提にしている…現実には合わない 

内部被ばくについては、浮遊する放射性物質そのものが建物に入り、吸入することによって引き起こされる

ので、壁の材料ではなく、壁の隙間によって決まる「気密性」に依存します。新試算レポートでは、気密性の

パラメータとして、平成 11年における次世代省エネルギー基準の北海道、青森、岩手、秋田で用いる値を使

っています。冬の北海道の断熱を考慮した「高気密」を条件としているのです。宮城、山形以南の基準では、

気密性は 2.5分の１に下がります。そうなると、内部被ばくをもたらす放射性物質の侵入を低減する効果も 2.5

分の１に下がることになります。古い低気密の家屋では５分の１以下になると思われます。 

 

◆一般家屋にいる避難困難者の内部被ばくは避けられない 

原発の５キロ圏内にある病院や福祉施設において、「陽圧化」の工事が行われています。既に完了している

地域もあります。しかし在宅で高齢者や疾病を抱えている方もいるでしょう。また、５キロ圏の外側では、病

院や福祉施設でも「陽圧化」は行われていません。高気密でない家屋の場合、内部被ばくの低減効果は３割よ

りもさらに小さくなると思われます。屋内退避では内部被ばくを防ぐことはできないのです。 

 

◆国の指針の記載は事実とは違うことがわかった 

福島原発事故前からある国の指針では、屋内退避による内部被ばく低減効果について、米国環境庁の試算を

ＩＡＥＡがまとめた数値を用いており、「通常の換気率の建物に屋内退避すると、甲状腺内部被ばくは４分の

１から 10分の１に低減できる」と記されています。新試算レポートでは、これが事実とは違うことが明らか

になったのです。 

これは全国の原発で問題になることです。古い知見に基づく原子力防災・避難計画は抜本的な見直しが必要

です。 

 

FFTVでこの問題を報じています。 https://youtu.be/hR06gx97u0o 

 

 
 

 
 

 

FoE Japan FFTV  

 

 
 

 
通信に載っているこの話、もっと詳しく聞いてみたい！学習会を開催したい！ 

そんな時お気軽にお問い合わせください 
 

学習会テキストとしてもご利用いただけるパンフレットなどもあります♪ 
 

TEL：03-5225-7213 FAX：03-5225-7214 Email：fukurounokai@gmail.com 

 
 

FFTVで 

検索してね！ 
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福島県内で相次ぐバイオマス発電計画 

超高濃度の樹皮を燃やす・汚染林を伐採して燃やす！？ 
 

「木質バイオマス発電」という名前から「環境に優しい」、「エコな再生エネルギー源」というイメージが

あります。しかし実態は木材チップを燃料として燃やす火力発電所そのものです。フクロウの会ではここ数年、

放射能汚染木を燃やすバイオマス発電所の危険性を訴えて、ちくりん舎などと共に活動をしてきました。しか

し、ここへ来て、私たちの危惧に対してあからさまに挑戦するような驚くべき計画が次々と顕わになってきま

した。 

 

飯館村でも伊達市でもバイオマス発電計画 

飯舘村は 6月 17日、バイオマス発電所の村への誘致計画を発表

しました。この計画は飯舘村蕨
わらび

平
たいら

にある放射能ごみ焼却用の仮設

焼却炉を解体してその跡地にバイオマス発電所を建設するというも

のです。驚くべきことに、この計画では、福島県内の樹皮（バーク）

などを集めて燃やすというのです。木材の中でも樹皮はセシウムな

ど放射能濃度が格段に高いことが知られています。福島県の 2018

年の調査でも、県内平均でキログラム当たり 5 千 6 百ベクレル、

最高は 6万ベクレルのものまであります。このため福島県内では、

製材等で発生したバークは再利用どころか廃棄もできず行き場所を

失っているのが現実です。これをわざわざ集めてきて燃やすという

のですから驚きです。 

そしてつい最近、伊達市においても梁川町にある工業団地にバイ

オマス発電計画があることが明らかになりました。群馬県で産廃処理などを手掛けるログ㈱が 23年運用開始

を目指して計画していると地元紙に報道されました。飯舘村のバイオマス発電は 7500kwh、伊達市のものは 1

万 4200kwhで、設備もどんどん巨大化してゆく傾向があります。7500kwhクラスで 1日当たり約 300トン、

伊達市の場合は約 600トンの燃料チップが必要となります。森林の健全化のためというタテマエの間伐材など

では足りず、行き場のない超高濃度の樹皮や建築廃材、そして福島の汚染されたままの森林が伐採されて燃料

とされることは明らかです。 

 

急きょ飯館村へ計画中止の要請行動 

こうした状況のなか、ちくりん舎と放射能ごみ焼却を考える

ふくしま連絡会は「放射能汚染木を燃やすバイオマス発電計画

の撤回をもとめる要請書」を発出して各地の団体に賛同を呼び

かけました。短期間であったにもかかわらず、全国から 75団体

の賛同が集まりました。7月 10日には両団体の代表が飯舘村役

場を訪問して、要請文の提出行動を行いました。  

 

飯舘村への要請行動には、南相馬・避難 20ミリシーベルト基

準撤回裁判の原告の有志も加わりました。飯舘村のバイオマス 要請文を読み上げる和田央子氏（ふくしま連絡会） 

蕨平の巨大な仮設焼却炉 周辺住民は全て 

移住し墓地だけが取り残されている 
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発電予定地の蕨平は、飯舘村の南端にあり、南相馬市原

町区の原告団の皆さんの住んでいる場所に近いのです。

南相馬市原町区は蕨平の風下に当たり、また原町区を流

れる新田川には蕨平からの水も流れてきます。放射能を

含む排気ガスや新田川への汚染の流入を危惧しての参加

でした。過去には、飯舘村の産廃処分場からの汚染の流

出で新田川が影響を受けて、飯舘村が補償した経緯など

もあり、原町区住民の不安は大きなものがあります。 

 

排ガスのセシウム粉じんが飛散、超高濃度に濃縮された

汚染灰処理も不明確 

放射性物質で汚染された木材チップを燃やすと生ずる排ガス中にはセシウムなど放射能が高濃度に濃縮され

た飛(ひ)灰(ばい)が含まれます。この飛灰のうち非常に細かな粒子は、排ガス用のフィルタ（バグフィルタ）

をすり抜けて放射能粉じんとして周辺へまき散らされます。PM2.5と言われるこれらの微小粒子は重力で落下

せず、風に流されて数キロ～10 キロを超えて広がります。ちくりん舎では宮城県大崎市での放射能汚染ごみ

試験焼却で、この放射能を含んだ粒子が風下に広がっていることをリネン吸着法で捉えました。最近のちくり

ん舎の分析では、リネンに付着した微小粉じんの約 86%が非水溶性であることも明らかになりました。非水溶

性であるということは、これを吸い込むと肺の奥にまで入り込み、排泄されず長期にわたり内部被ばくする危

険性があります。 

超高濃度のバーク等を燃やすことで、燃え残りの灰（主灰）とバグフィルタで回収された灰（飛灰）の放射

能濃度は恐ろしく高いものとなります。少なくとも 100 倍程度に濃縮されると仮定すると、平均でも 56 万

Bq/kgという高濃度になります。濃度の比較的低い間伐材などと混ぜて燃やすことで、実際にはここまで高濃

度にならないかもしれませんが、指定廃棄物の基準である 8000Bq/kg を超えるものが出てくる可能性は十分

にあります。 

7月 2日には原発ゼロの会の主催で復興省、農林水産省、環境省、経産省の担当者を呼んでヒアリングが行

われました。焼却灰の取り扱いについて経産省、環境省は「事業者が適切に処理すると考えられる」「8000Bq/kg

を超えたものは指定廃棄物として申請できる、しかし申請の義務はない。申請されたものが環境大臣によって

指定廃棄物と認められれば国として適切に処理する」との応答でした。まさに業者まかせの姿勢です。8000Bq/kg

以下であれば一般廃棄物と同様に管理型処分場に持ち込まれます。しかし長期間のうちに地下水などに漏れ出

すことは各地で実際に明らかになっています。また近年、各地で台風、集中豪雨による洪水、土砂崩れなどが

頻発しています。各地のごみ最終処分場で放射能を含む灰とゴミが周辺に流出する可能性は極めて高いと言え

ます。現状の法律は放射能汚染木を燃やす木質バイオマス発電に対して、抜け穴だらけで、燃料木の濃度、設

備の基準、焼却灰処理や排水処理に実質上ほとんど規制がかっていないのが現実です。 

 

福島の汚染林を伐採してバイオマス推進―三つのカラクリ 

福島県内で汚染木材を燃やすと明言して、先行して計画を進めているのが田村市の田村バイオマス発電です

（フクロウ通信 33号参照）。飯舘村や伊達市でも計画が明らかになりました。再生エネルギー推進の掛け声

のもと全国でバイオマス発電ラッシュが起こっています。この状況自体が、間伐(かんばつ)（森林の健全性を

図るための間引き伐採）ではなく、皆伐(かいばつ)（対象区画の樹木を一斉に全て伐採する）を引き起こして

南相馬市原町区は蕨平バイオマス発電予定地の風下にあたる 
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いて、これ自身が大きな問題を抱えています。しかし福島県内では、こうした問題に加えて放射能汚染した森

林を皆伐して燃やして「汚染はなかった」ことにするという特別な問題をはらんでいます。その計画のテコに

なっているのが「福島再生加速化交付金」、「再エネ固定価格買取制度（FIT）」と「ふくしま森林再生事業」

という制度です。 

福島再生加速化交付金とは復興庁の事業で「帰還に向けた生活や事業の再建に係る支援」を目的にうたって

います。この事業に認定されると発電所建設にかかる費用の四分の三が交付金で支給されます。つまり事業者

にとっては通常の四分の一程度の資金でバイオマス発電所が建設できることになります。さらに経産省がすす

める再生エネルギー固定価格買取制度（FIT）の認定を受ければ、20年間にわたり固定価格で、発電すればし

ただけ電力会社が買い取ってくれます。しかも「間伐材利用等」ということで 1kwh あたり 32円という極め

て有利な条件です。事業者にとって喉から手が出るような「おいしい」事業ということになります。 

さらに重要な仕組みが「ふくしま森林再生事業」です。同事業は福島県独自のもので、既に毎年 47億円程

度が支払われています。福島県をはじめとして、放射能汚染した森林は全く除染がされていません。これに対

して林業関係者から森林も伐採して除染して欲しいとの要望があり、福島県が立ち上げたものです。間伐をタ

テマエとしていますが、実際には皆伐しても林業組合経由で補助金が出るのです。森林経営者にとっては森林

を皆伐することで補助金を受けることができ、かつバイオマス発電建設ラッシュで進む木材チップ価格高騰に

乗じて、木材やバークをチップ化し売却すれば、またそこで売上を手にすることができるのです。つまり飯舘

村が説明するような「未利用のバークや林地残材として残っているバーク、間伐材」だけでなく、汚染した立

木を伐採して燃料とされることは必至です。ところで森林では、既に放射能はほとんど腐植土として蓄積され

ているので立木を伐採しても、森林の除染の効果はほとんどありません。 

チップ化して燃やすために伐採する異常な林業と、自動化されてほとんど雇用は増えないバイオマス発電が、

「帰還に向けた生活や事業の再建に係る支援」という制度趣旨からはまったく乖離した、自然破壊を促進して

大手ゼネコンを儲けさせる仕組みになっているのです。大きな災害など緊急時に付け込んで、大企業が有利な

計画を一気にすすめる「惨事便乗型資本主義」の林業版ともいえるものです（フクロウ通信 33号参照）。 

 

放射能ばらまきの被害を受けるのは周辺地域から全国へ 

飯舘村は復興予算を湯水のように使い、総合グラウンドや小中一貫校、道の駅などハコモノ復興に努めてき

ました。しかし帰村者はほぼ高齢者世帯で約 15％の住民が帰村したにすぎません。蕨平の集落も全て廃墟状

態です。飯舘村村内でこうした計画に異をとなえる村会議員もいないわけではありません。ただ、先に説明し

たような状況で村内から反対運動が起こることはほぼ期待できません。一方で蕨平の風下にあたり、蕨平から

流れてくる河川を利用するのは南相馬市原町区です。原町区の住民がこの問題に危機感を抱くのは当然です。 

また、伊達市においては飯舘村とは異なり全村避難とはならなかったので、住民はそれなりにいます。しか

も予定の梁川町は、伊達市内でも比較的線量が低く、村内で移住した人もいますし、住宅地もあります。こう

したところから、反対の声が挙がることは十分考えられます。 

一方、全国的に考えれば、焼却灰が産廃として各地で埋め立てられたり、不法投棄される可能性は高いと言

えます。既に一部はセメント材料として再処理も始まっています。各地のバイオマス発電も騒音や異臭、事故、

そして放射能汚染木材が燃料に使われることを危惧し反対の声を挙げているところがいくつかあります。周辺

自治体や全国から声を挙げ、こうした放射能ごみのばらまきに歯止めをかけることが必要です。 
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むつ使用済み燃料中間貯蔵施設・審査書案とりまとめに抗議 

脱原発に逆行する中間貯蔵施設に反対しよう！ 
 

青森県むつ市に建設中の中間貯蔵施設（リサイクル燃料備蓄センター）

について、原子力規制委員会は、9月 2日の定例会合において、事実上

合格とする審査書案をとりまとめ、パブリック・コメントに入りました。

むつの施設は、半永久的な核のゴミ捨て場をつくり、原発の再稼働と稼

働の継続を目的とし、立地地域の危険性を高めるものです。脱原発に逆

行するむつ中間貯蔵施設に反対しましょう！ 

 

◆むつが半永久的な核のゴミ捨て場と化す 

むつ中間貯蔵施設は、原発の使用済み燃料を再処理するまで、最大 50

年間備蓄するための施設です。規制委は 7月に許可を与えた六ヶ所再処

理工場に続けて、この施設にも許可を与えようとしています。東電は地

元で、むつの施設の操業は、六ヶ所再処理工場の稼働に合わせて行うと公言しています。しかし、むつの施設

に入った使用済み燃料は、六ヶ所再処理工場ではなく、その次の「第二再処理工場」で処理されることになっ

ています。六ヶ所再処理工場ですら、動く現実的な見込みがない状況です。ましてや「第二再処理工場」につ

いては検討すらされておらず、資源エネ庁の広報誌の核燃料サイクルの図からも消えています。 

むつの施設に送られた使用済み燃料は、50 年たっても行き場はなく、むつが半永久的な核のゴミ捨て場と

なるのは必至です。これに対し、地元のみなさんが強く反対しています。 

 

◆柏崎刈羽原発の燃料貯蔵プールは満杯状態 

むつの施設の事業会社は、東電と原電と契約しています。操業して最初に送られてくるのは東電の柏崎刈羽

原発からの使用済み燃料です。東電が再稼働を予定している柏崎刈羽原発６・７号機は、いずれも原発建屋内

の燃料貯蔵プールが９割以上埋まっており、満杯状態です。他の号機に移してこれを解消しようとしています

が、そこも満杯に近い状態です。 

むつの施設は、キャスクと呼ばれる輸送容器をそのまま使う乾式貯蔵というやり方です。プールでの貯蔵よ

りも乾式貯蔵の方が安全だという議論があります。しかし、むつの施設への搬出目的は、安全性を高めること

ではありません。満杯に近い燃料プールに隙間を確保して、原発を再稼働し、運転を継続することにあります。

再稼働されてしまえば、燃料プールの空いた隙間に発熱量の高い使用済み燃料が入ることになります。これが、

重大事故の危険性を飛躍的に増大させます。 

 

◆恐山からの火砕流の通り道…むつの施設の立地にも問題あり 

むつの施設では、近くの恐山から、過去わかっているだけでも３回、比較的小さい噴火で火砕流が届いてい

ます。事業者は噴火の兆候はないとしていますが、専門家は、観測経験のない噴火の予測は困難だとしていま

す。むつの施設は津波が到達する恐れがあります。しかし事業者は、津波を防ぐための防潮壁を設置せず、津

波をかぶっても構わないとしています。キャスクの密閉はいつまでもつのでしょうか。異常があったときには

点検を行うことになっていますが、蓋を外したとたんに放射能が漏れ出るおそれがあります。規制委はこのよ

うな施設に許可を出そうとしているのです。パブリック・コメントで批判意見を集中しましょう。 
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ハカルワカル広場のオンライン講演会でお話しします 

10 月 3 日（土）10:00～12:00 ZOOM にて 

 

除染土（汚染土）の再利用や汚染水の海洋放出など放射能のばらまきとも言える事態が進められようとし

ています。再生エネルギー推進の掛け声のもと、バイオマス発電が急増していますが、これも放射能のば

らまきの一環であることをご存知でしょうか。放射能汚染林を燃やすバイオマス発電の問題点について分

かり易く解説します。 

 

 福島で進められようとしているのは「放射能汚染林」の樹木を使うため、燃やせば大気中に放射性物質

が拡散してしまい、住民が被曝する問題をはらんでいます。政府は「再生エネルギー固定買い取り制度の

fit」を使って高額買取をし、まさしく再エネ普及を装っています。 

 

 この「放射能のばらまき」ともいえる福島地区のバイオマス発電の問題点を今回は取り上げます。この

件で放射能測定の立場から、「田村バイオマス裁判」、「飯館村バイオマス発電」に取り組んでいるフク

ロウの会、ちくりん舎の青木一政がお話しします。 

詳しくはハカルワカル広場の HP まで https://hachisoku.org/blog/?p=7550 
 

 

7月 26日にフクロウカフェ開催しました 
 

コロナ禍の中で、フクロウカフェをオンラインで開催しました。舞鶴でパーム油バイオマス発電を止め

た森本隆さんをゲストにお迎えして、38 名のご参加をいただきました。ご参加いただいた皆さまありが

とうございました。 

明るい森本さんのお話の他、放射能をばらまくバイオマス発電反対運動の現状、六ヶ所再処理工場、感

染症と原発避難、と盛りだくさんな内容でした。 

 

フクロウカフェ、はじめてのオンライン開催でしたが、遠方からも多数ご参加いただき各地の取り組み

の様子などもお聞きできてオンラインの強みを生かせたかなと思っています。次回日時は未定ですが次回

もまた多くの皆さまのご参加お待ちしています。早く状況が良くなってまたリアルで集えるようになるこ

とも切に願いつつ。 

会員・サポーターも募集中です会費 会員 1000円/月  サポーター1000 円以上/年 

集会でのスタッフやパンフ作成のご協力など一緒に活動していただける方を募集しています。 
 

フクロウの会の趣旨にご賛同いただき、会員・サポーターになっていただける方は、フクロウカフェなどに 

お越しの際に申込書にご記入の上、会費を添えてフクロウの会事務局員にお渡しください。 

お問い合わせ・お申し込み先 TEL：03-5225-7213 FAX：03-5225-7214 Email：fukurounokai@gmail.com  


